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産 業 建 設 委 員 会 
 

令 和 元 年 7 月 1 日 (月 ) 

1 0 時 0 0 分 ～  時  分 

  全 員 協 議 会 室 

【委 員】 岡本委員長、串﨑副委員長 

三浦委員、川上委員、飛野委員、笹田委員、牛尾委員 

【委員外】 

【議長団】 

【執行部】近重副市長 

(産業経済部)湯淺産業経済部長、佐々木産業経済部副部長(兼広島事務所長)、 

大驛商工労働課長、山口産業振興課長、田中ふるさと寄附推進室長、 

久佐農林振興課長（併農業委員会事務局長）、石原農林振興課副参事、 

永見水産振興課長、戸津川水産振興課副参事、岸本観光交流課長、 

川合開府 400年推進室長 

(都市建設部)石田都市建設部長、三浦建設企画課長、寺戸建設整備課長、邉地籍調査課長、 

鎌田維持管理課長、吉田建築住宅課長 

(金 城 支 所)吉永金城支所長、河内金城支所産業建設課長 

(旭 支 所)塚田旭支所長、今田旭支所産業建設課長 

(弥 栄 支 所)岩田弥栄支所長、後野弥栄支所産業建設課長 

(三 隅 支 所)田城三隅支所長、永田三隅支所産業建設課長 

   (教育委員会)外浦文化振興課長 (地域政策部)宮崎関連施設推進室長 

【事務局】下間書記 

 

議 題 

１ 議案第 38 号 社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法

の一部を改正する等の法律及び社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜

本的な改革を行うための地方税法及び地方交付税法の一部を改正する法律の

一部の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 

 

２ 議案第 45号 山陰浜田港公設市場条例の制定について 

 

３ 議案第 46号 浜田市営住宅条例の一部を改正する条例について 

 

４ 議案第 48号  金城町農林業振興奨学金貸付条例を廃止する条例について 

 

５ 議案第 49号  財産の取得について（しまねお魚センター） 

 

６ 議案第 50号  市道路線の認定について（西浜田 161号線外） 

 

 

７ 請願審査 

(1)請願第 5号 浜田城址公園の桜樹勢回復及びその他危険木の対応に関する請願について 

 

(2)請願第 7号 主要農作物種子法の復活等をもとめる意見書の提出について 

 

 

 

裏面あり 
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８ 陳情審査 

(1) 陳情第 106号 貿易コンテナ貨物量の発表内容の見直しを求める陳情について 

 

(2) 陳情第 107号 経済環境に合わせた基幹産業の定義及び補助金の配分を求める陳情について 

 

(3) 陳情第 108号 事業の必要性について経済効果の有無を公表しながら進めることを求める 

陳情について 

 

(4) 陳情第 109号 美又温泉国民保養センターの新指定管理者の運営に浜田市の積極的なかかわ 

りを求める陳情について 

          ＊「10.執行部報告事項（4）」と関連あり 

 

 

９ 所管事務調査  

(1)  山陰浜田港公設市場の収支見込について                   【水産振興課】 

(2)  株式会社栄徳水産浜田等の事業停止に伴う影響について           【水産振興課】 

 

 

10 執行部報告事項 

(1) BUY浜田運動について（報告）                       【商工労働課】 

(2) 漁業別水揚げについて（報告）                     【水産振興課】 

(3) 駅鈴モニュメント設置場所について                                     【観光交流課】 

(4) 美又温泉国民保養センターについて（報告）                    【金城支所産業建設課】 

(5) 浜田市ふるさと体験村施設に係る検討状況について(報告)        【弥栄支所産業建設課】 

(6) 市道の廃止・認定の状況について                                      【維持管理課】 

(7) その他 

  ・（仮称）浜田城資料館整備事業の補正予算要求について     【文化振興課・建築住宅課】 

 

 

11 その他 

  

































































































































































◆指定管理者の収支見込み（当初指定管理期間：3年5か月間）　

　※現時点での試算であり、今後変更になる可能性があります。

※指定管理期間を令和2年11月1日から令和6年3月31日まで（3年5か月間）を想定。初年度は5か月間で計算。

※指定管理料は支払わないこととして算出。また、指定管理者による販売促進及び自主事業に伴う収支は見込んでいない。

※売上手数料は、売上額の5%と仮定し、商業棟各店舗（仲買を除く6店舗）が10,000千円を売り上げた場合を想定。

※仲買売場施設の海水・汚水処理費は仲買の負担を想定。当初1年間は費用が見込めないため、仲買からの負担を求めないこととし収入は見込んでいない。

※物件費は、お魚センターと仲買売場の販管費を基に算出。また、仲買棟と商業棟は区画割合で算出。（仲買：16/22　商業棟：6/22）

山陰浜田港公設市場の収支見込みについて

令 和 元 年 7 月 1 日

産 業 建 設 委 員 会 資 料

産業経済部水産振興課

（単位：千円）

仲買棟 商業棟 仲買棟 商業棟 仲買棟 商業棟 仲買棟 商業棟

指定管理料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利 用 料 7,500 5,300 2,200 18,000 12,700 5,300 18,000 12,700 5,300 18,000 12,700 5,300 61,500
仲買売場施設：16店舗
水産物等販売施設：3店舗
飲食物提供施設：3店舗

売上手数料 1,500 - 1,500 3,000 - 3,000 3,000 - 3,000 3,000 - 3,000 10,500 売上額の5%以内（仲買除く）

そ の 他 0 0 0 2,200 2,200 0 5,200 5,200 0 5,200 5,200 0 12,600 仲買売場施設の海水・汚水処理費等

収 入 計 9,000 5,300 3,700 23,200 14,900 8,300 26,200 17,900 8,300 26,200 17,900 8,300 84,600

人 件 費 1,000 0 1,000 2,600 0 2,600 2,600 0 2,600 2,600 0 2,600 8,800 指定管理者1名分

物 件 費 10,200 7,700 2,500 20,200 15,400 4,800 20,200 15,400 4,800 20,200 15,400 4,800 70,800
事務費、光熱水費、保守管理費
排水浄化管理センター経費
仲買棟管理（魚商分）

支 出 計 11,200 7,700 3,500 22,800 15,400 7,400 22,800 15,400 7,400 22,800 15,400 7,400 79,600

-2,200 -2,400 200 400 -500 900 3,400 2,500 900 3,400 2,500 900 5,000収 支 差 引

収
入

支
出

※5か月間 ※1年間
R2年度
①

R3年度
②

項　目 備　考
R4年度

③
合計

①+②+③+④
※1年間

R5年度
④

※1年間



令和元年5月31日まで 令和元年8月16日から

船名 所有者 トン数 所属 船名

第21浜𠮷丸 95 第21浜𠮷丸

第22浜𠮷丸 95 第22浜𠮷丸

第5海幸丸 75 第5海幸丸

第8海幸丸 75 第8海幸丸

第5あけぼの丸 75 第5あけぼの丸

第6あけぼの丸 75 第6あけぼの丸

第11あけぼの丸 75 第11あけぼの丸

第12あけぼの丸 75 第12あけぼの丸

第31宇野丸 75

第33宇野丸 75

第13暉祥丸 75

第15暉祥丸 75
株式会社暉祥

1

2

3

4

2

3

4

1

5

6

地元

地元外

有限会社浜𠮷水産

有限会社福宝水産

株式会社浜田あけぼの水産

株式会社栄徳水産浜田

株式会社栄徳水産浜田等の事業停止に伴う影響について 

 

 株式会社栄徳水産浜田及び株式会社暉祥が令和元年 5 月 31 日を以って事業停止とな

ったため、来漁期から沖合底曳漁業 2ヶ統（地元：第 31・33宇野丸、地元外：第 13・

15暉祥丸）の水揚げが減少する。 

 

1 漁船団の状況について 

 浜田漁港に水揚げをする沖合底曳網漁船は、6ヶ統から 4ヶ統に減少 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 沖合底曳網漁船は、一航海が概ね 6日間であり、これまでの 6ヶ統体制であれば、市

場開場日（土曜日公休）は毎日切れ目なく水揚げをすることが計算上では可能であった

が、4ヶ統に減ったことにより確実に水揚げの無い日が発生してしまうこととなる。 

  

2 水揚に係る影響 

 沖合底曳網漁船が 2 ヶ統減少することにより、平成 30 年と比較すると年間で水揚量

は約 1,200ｔ、金額は 5億円程度下回ると試算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※暦年（1月～12月）期間の数値 

※平成 26年～平成 30年は実績値（浜田市水産業振興協会資料） 

 ※令和元年は、1月～5月は実績値。6月～12月は平成 26年～平成 30年の 5年間の平均値から試算 

 ※令和 2年は、平成 26年～平成 30年の 5年間の平均値から試算 

令和元年 7 月 1 日 

産業建設委員会資料 

産業経済部水産振興課 

対H30年 対H30年

沖合底曳網漁業 3,086 3,446 3,550 3,720 3,706 3,050 ▲ 656 2,505 ▲ 1,201

内、地元沖合底曳網 2,721 3,097 3,229 3,361 3,249 2,886 ▲ 363 2,505 ▲ 744

内、地元外沖合底曳網 365 349 321 359 457 164 ▲ 293 0 ▲ 457

水揚量の推移（予測）
（単位：トン）

令和元年
（予測値）

令和2年
（予測値）

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

対H30年 対H30年

沖合底曳網漁業 1,756,869 1,839,591 2,026,808 2,099,935 1,865,765 1,552,822 ▲ 312,943 1,365,719 ▲ 500,046

内、地元沖合底曳網 1,539,639 1,626,610 1,832,817 1,900,334 1,636,344 1,479,333 ▲ 157,011 1,365,719 ▲ 270,625

内、地元外沖合底曳網 217,230 212,980 193,991 199,602 229,421 73,489 ▲ 155,932 0 ▲ 229,421

水揚金額の推移（予測）
（単位：千円）

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年
令和元年
（予測値）

令和2年
（予測値）



3 加工事業者への影響 

 水揚量の減少に伴い、カレイやアナゴなど沖合底曳網漁業の漁獲物を原料として使用

する加工事業者は、買高が 29％減少すると試算され、加工原料の確保が難しくなるこ

とが懸念される。 

また、水揚量の減少により競値が上昇し調達コストが増える、といった影響も懸念さ

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   ※平成 26年～平成 30年の 5か年の実績から算出した平均値にて試算（浜田市水産業振興協会資料） 

   ※業種別買高割合は平成 30年の実績（ＪＦしまね浜田支所より資料提供） 

   ※Ⓒは、沖合底曳網漁業（地元及び地元外）の漁獲物の内、主に水産加工原料となる 5魚種の水揚金額の総計 

   ※加工事業者以外も加工原料を購入しており、また、上記 5 魚種以外も水産加工原料に使われていることなどか

ら、実際の数値とは若干乖離するものと考えます。 

 

■加工事業者への影響について試算［年間］

5,457,977,561 円 Ⓐ

鮮魚事業者の買高（Ⓐ×49％） 2,674,409,005 円

冷凍事業者の買高（Ⓐ×23％） 1,255,334,839 円

加工事業者の買高（Ⓐ×18％） 982,435,961 円 Ⓑ

小売事業者の買高（Ⓐ×10％） 545,797,756 円

855,403,216 円 Ⓒ

▲ 285,134,405 円 Ⓓ

▲ 29.0 ％

浜田漁港の水揚金額

Ⓑの内、沖合底曳網漁業で漁獲する加工原料の推定水揚金額
 （カレイ、カマス、フグ、アナゴ、ニギス）

2ヶ統減少することによる加工原料への影響 -（Ⓒ×2/6）

加工事業者の買高Ⓑに対する影響Ⓓの割合



「ＢＵＹ浜田運動対象品取扱店」は、3 年間で 72 店 

 

        

 ＢＵＹ浜田運動について（報告）  

 

1 これまでの取り組み状況 

ＢＵＹ浜田運動は、平成 28 年 10 月から「浜田のモノを買おう！浜田を応援しよう」を

スローガンに、生鮮食品や加工食品を対象としてスタートした市民啓発運動です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 

  

 

 

 

 

2 今後の取組みについて 

（1）「ＢＵＹ浜田運動対象品」を拡充 

今後は、食料品以外もＢＵＹ浜田運動対象商品とし、更なる運動の推進を図ります。 

現状 
生鮮食品 市内で生産、または水揚げされたもの 

加工食品  市内の原料を使用、または市内で加工されたもの 

追加 食料品以外 
市内の原料を使用、または市内で製造、加工されたもの 

（例：石州半紙・和紙、石見焼、石州瓦、組子細工など） 

 

令和元年 7 月 1 日  

産業建設委員会資料 

産業経済部商工労働課 

対象品取扱店の協力のもと、グッズによる啓発 

 

ＢＵＹ浜田昼市を開催し、地元産品を PR 市職員の有志により BUY 浜田運動テーマソングを

作成し、BUY浜田昼市や、BB 大鍋フェスティバルな

どで県立大学生のダンスとともに披露しました。 

市内小売店の店頭にて、市民の方を対象に 

BUY浜田運動の認知度調査を実施しました。 

「知らない」と回答した方が 45.7％と、 

更なる運動の認知度向上に取り組んでまい 

ります。 

 

54.3%

45.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

「知っている」または

「聞いたことがある」

「知らない」

市民の関心と理解を深めるとともに、広報活動に使

用する啓発標語を募集 

【学生の部 最優秀賞】 

「食べてみて 笑顔こぼれる 浜田産」 

【一般の部 最優秀賞】 

「地元産 みんなで買って 元気な浜田」 

「ＢＵＹ浜田運動推進フォーラム」の開催 

48

67 72

0

20

40

60

80

H29.01.01 H30.01.01 H31.01.01

＜H29年度＞ 

＜H30年度＞ 



（2）「ＢＵＹ浜田運動対象品取扱店」に加えて「ＢＵＹ浜田運動協賛店」を新設 

運動の趣旨に賛同し、運動の普及・啓発に協力する店舗を増加させるため、 

「ＢＵＹ浜田運動協賛店」を新設します。 

 「ＢＵＹ浜田運動対象品取扱店」定義 

① 「地元産品」を取り扱い、「BUY浜田運動」(以下、「運動」)の趣旨に賛同し、

運動の普及・啓発に協力する店、または事業所。 

② 店舗(事業所)には、「対商品目」記載した「BUY浜田運動対象品取扱店」を掲出

し、運動のぼり旗などで、運動の普及・啓発に努める。 
  

＜新設＞「ＢＵＹ浜田運動協賛店」定義 

① 必ずしも「地元産品」は取り扱わないが、運動の趣旨に賛同し、運動の普及・

啓発に協力する店、または事業所。 

② 店舗には、「運動に協賛し、応援すること」を記載した「協賛店」を掲出し、

運動のぼり旗などで、運動の普及・啓発に努める。 

 

（3）浜田スタンプ会との連携 

浜田スタンプ会が発行するマリンスタンプは、地域に密着したポイント制度で地元消費

につながる事業であることから「ＢＵＹ浜田運動の協賛事業」とします。 

浜田スタンプ会の加盟店様には「ＢＵＹ浜田運動協賛店」となっていただき、運動のぼ

り旗などで、普及・啓発にご協力いただきます。 

 

（4）令和元年度の主な取り組み 

①普及・啓発活動 

・「ＢＵＹ浜田運動対象品取扱店・協賛店」の増加を図るとともに、のぼり旗やポス

ター、ポップなどの運動グッズを活用した普及・啓発に取り組みます。 

・市の広報誌において、「ＢＵＹ浜田運動」の特集記事を掲載します。 

・学校給食献立表において、ＢＵＹ浜田運動の紹介文を掲載し、小学生、中学生への

普及・啓発に取り組みます。 

②BUY浜田昼市の開催 

BUY浜田昼市を開催し、市民の皆さんに広く地元産品を PRするとともに、「消費者と

生産者の顔が見える関係づくり」を図ります。 

・5月 18日（土）  場所：朝日町商店街 （開催済） 

「朝日町恵比須祭」、「まちなかキャンパス」と同時開催  来場者数：1,000人 

・8月 24日（土） 場所：山陰合同銀行浜田支店様駐車場、紺屋町など 

「開府 400年記念事業浜田川で舟あそび」と同時開催 

・10月 13日（日・祝） 場所：石央文化ホール周辺 

「開府 400年祭記念式典」と同時開催 

③認知度等アンケート調査の実施 

市民の方々を対象として、BUY浜田運動の認知度調査を実施します。 



　　　 令 和 元 年 7 月 1 日
産業建設委員会資料№1
産業経済部水産振興課
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参考：水揚金額

60億円ライン

◆全体状況◆ 水揚量：907トン（前年比：42％、－1,273トン） 水揚金額：3億3,203万円（前年比：67％、－1億6,726万円）

【地元中型まき網漁業】 水揚量：217トン（前年比50％）
水揚金額：6,726万円（前年比107％）

☆マアジ
〈H30.5〉 265トン・単価182円/㎏ ⇒ 〈R1.5〉 171トン・単価336円/㎏
☆サバ
〈H30.5〉 150トン・単価57円/㎏ ⇒ 〈R1.5〉 17トン・単価177円/㎏

◆昨年同月より、マアジ・サバの水揚量は大幅に減少したが、高値で取引され
たため水揚金額は増加した。

〈令和元年5月〉漁業別水揚げについて（報告）

【地元沖合底曳網漁業】 水揚量：287トン（前年比86％）
水揚金額：1億3,264万円（前年比72％）

☆ノドグロ（メッキン除く）
〈H30.5〉 3.6トン・単価3,662円/㎏ ⇒ 〈R1.5〉 1.8トン・単価4,562円/㎏
☆ケンサキイカ
〈H30.5〉 35トン・単価850円/㎏ ⇒ 〈R1.5〉 18トン・単価773円/㎏
☆ミズガレイ
〈H30.5〉 38トン・単価659円/㎏ ⇒ 〈R1..5〉 34トン・単価373円/㎏

◆去年同月よりノドグロ・ケンサキイカ・ミズガレイの水揚げが減少し、全体の水
揚量・金額ともに減少した。
5/31で今シーズンの漁期が終了し、8/15までの休漁期に入った。

Ｈ30累計26.8億

R1累計20.1億

(前年比75.1%)

【大中型まき網漁業】 水揚量：151トン（前年比14％）
水揚金額：2,849万円（前年比24％）

☆マアジ
〈H30.5〉 373トン・単価194円/㎏ ⇒ 〈R1.5〉 74トン・単価186円/㎏
☆サバ
〈H30.5〉 667トン・単価53円/㎏ ⇒ 〈R1.5〉 3.9トン・単価116円/㎏
☆サワラ
〈H30.5〉 8.5トン・単価474円/㎏ ⇒ 〈R1.5〉 0.8トン・単価360円/㎏

◆昨年同月よりマアジ・サバ・サワラの水揚げが大幅に減少し、全体の水揚量・

金額ともに減少した。

【地元外中型まき網漁業】 水揚量：125トン（前年比66％）
水揚金額：2,111万円（前年比60％）

☆マアジ
〈H30.5〉 114トン・単価246円/㎏ ⇒ 〈R1.5〉 116トン・単価160円/㎏
☆サバ
〈H30.5〉 60トン・単価58円/㎏ ⇒ 〈R1.5〉 6.2トン・単価285円/㎏

◆昨年同月よりサバの水揚げが大幅に減少したため全体の水揚量・金額ともに
減少した。また、入港回数も少なかった。



平成30年　令和元年　漁業別水揚げ比較表
5月 1月～5月累計

漁 業 種 類 年 数量(kg) 比率(%) 金額（税抜） 比率(%) 金額（税込） 数量(kg) 比率(%) 金額（税抜） 比率(%) 金額（税込）
01 30 331,736.8 171,123,310 184,813,223 1,621,840.5 742,459,016 801,855,935

沖合底曳網（地元船） 1 286,571.8 122,818,677 132,644,208 1,646,720.8 715,277,058 772,499,451

02 30 51,456.8 25,774,195 27,836,136 184,513.8 85,000,075 91,800,105

沖合底曳網（地元外） 1 45,144.2 18,407,528 19,880,136 163,918.5 68,045,353 73,489,011

03 30 0.0 0 0 15,533.6 8,141,593 8,792,932

小 型 底 曳 網 1 0.0 0 0 0.0 0 0

04 30 1,103,989.0 112,386,458 121,377,370 4,620,179.5 756,817,707 817,363,126

大 中 型 旋 網 1 150,746.0 26,379,201 28,489,537 2,597,351.3 473,292,718 511,156,136

05 30 433,629.0 58,312,483 62,977,478 3,384,618.6 366,540,344 395,863,577

中型 旋網（地元船） 1 216,910.4 62,279,475 67,261,832 1,635,642.6 269,773,590 291,355,478

06 30 189,100.0 32,862,574 35,491,578 1,541,707.0 173,673,179 187,567,033

中型 旋網（地元外） 1 125,145.0 19,548,490 21,112,368 507,892.0 74,673,219 80,647,076

07 30 13,693.0 10,307,400 11,131,991 141,142.0 81,583,770 88,110,461

小型いか釣（5ｔ以上） 1 139.0 60,700 65,556 26,802.2 18,607,460 20,096,057

08 30 0.0 0 0 2,498.0 1,338,150 1,445,203

い か 釣 （ 5 ｔ 未 満 ） 1 0.0 0 0 942.0 758,880 819,591

09 30 11,100.4 3,230,305 3,488,732 73,876.7 7,447,810 8,043,641

大 型 定 置 網 1 34,202.7 13,911,499 15,024,427 63,336.4 21,847,477 23,595,288

10 30 4,212.0 1,805,180 1,949,596 5,008.2 2,224,740 2,402,720

小 型 定 置 網 1 3,561.4 2,049,035 2,212,957 3,561.4 2,049,035 2,212,957

11 30 0.0 0 0 0.0 0 0

し い ら 網 1 0.0 0 0 0.0 0 0

12 30 3,713.9 3,623,313 3,913,182 22,000.0 25,749,647 27,809,629

一 本 釣 （ 浜 田 ） 1 2,843.1 3,428,606 3,702,899 9,203.9 14,096,918 15,224,674

13 30 1,245.6 1,099,513 1,187,473 2,749.5 3,283,001 3,545,650

一 本 釣 （ 国 府 ） 1 718.0 994,655 1,074,227 2,133.6 4,015,327 4,336,546

14 30 2,926.6 1,507,910 1,628,545 9,491.8 8,188,317 8,843,388

一 本 釣 （ 長 浜 ） 1 4,249.2 2,162,284 2,335,268 11,231.5 9,103,118 9,831,375

15 30 6,524.6 2,302,360 2,486,548 11,301.1 5,701,322 6,157,426

一 本 釣 （ 津 摩 ） 1 6,743.6 2,546,710 2,750,468 15,268.1 7,678,205 8,292,482

16 30 2,918.0 986,330 1,065,240 13,573.7 6,016,966 6,498,337

一 本 釣 （ 三 隅 ） 1 5,278.4 1,678,750 1,813,042 25,935.7 10,223,813 11,041,704

17 30 76.5 75,310 81,335 762.7 1,227,940 1,326,176

一 本 釣 （ 江 津 ） 1 2,107.2 2,293,313 2,476,782 9,404.3 7,837,778 8,464,817

18 30 5,748.5 1,737,188 1,876,164 30,394.4 9,351,709 10,099,848

近 隣 支 所 1 3,273.7 642,660 694,073 15,427.2 7,922,735 8,556,555

19 30 3,702.5 1,378,160 1,488,414 12,768.6 6,249,465 6,749,426

そ の 他 1 4,828.6 2,402,114 2,594,285 16,893.9 8,577,670 9,263,886

20 30 13,516.8 33,795,728 36,499,387 55,550.7 194,418,292 209,971,751

陸 送 1 14,179.2 25,832,635 27,899,245 56,969.9 151,926,655 164,080,795

30 2,179,290.0 462,307,717 499,292,392 11,749,510.4 2,485,413,043 2,684,246,364

合 計 1 906,641.5 307,436,332 332,031,310 6,808,635.3 1,865,707,009 2,014,963,879

-1,272,648.5 -154,871,385 -167,261,082 -4,940,875.1 -619,706,034 -669,282,485

41.6 66.5 57.9 75.1

前 年 度 と の 増 減

130.4 174.3 132.3 137.3

104.9 76.4 102.6 78.1

2,754.5 3,045.2 1,233.0 638.3

56.9 37.0 50.8 84.7

103.4 110.6 135.1 134.7

180.9 170.2 191.1 169.9

57.6 90.5 77.6 122.3

145.2 143.4 118.3 111.2

‐ ‐ ‐ ‐

76.6 94.6 41.8 54.7

308.1 430.7 85.7 293.3

84.6 113.5 71.1 92.1

1.0 0.6 19.0 22.8

0.0 0.0 37.7 56.7

50.0 106.8 48.3 73.6

66.2 59.5 32.9 43.0

‐ ‐ ‐ ‐

13.7 23.5 56.2 62.5

87.7 71.4 88.8 80.1

令 和 元 年 7 月 1 日
産 業 建 設 委 員 会 資 料 № 2
産 業 経 済 部 水 産 振 興 課

86.4 71.8 101.5 96.3
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令和元年7月1日
産業建設委員会資料№3
産業経済部水産振興課
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地元沖合底びき網漁業 主要魚種水揚量・単価の推移
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産業建設委員会資料№4
産業経済部水産振興課
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地元沖合底びき網漁業 主要魚種水揚量・単価の推移
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令和元年7月1日
産業建設委員会資料№5
産業経済部水産振興課
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地元中型船 マアジ水揚量・単価推移

H30水揚量 R1水揚量 H30単価 R1単価

182円

336円

地元中型まき網漁業 主要魚種水揚量・単価の推移
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令和元年7月1日
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産業経済部水産振興課
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大中型まき網漁業 主要魚種水揚量・単価の推移



令和元年7月1日
産業建設委員会資料№7
産業経済部水産振興課
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いか釣漁業（5ｔ以上・5ｔ未満） 主要魚種水揚量・単価の推



令和元年7月1日
産業建設委員会資料№8
産業経済部水産振興課
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いか釣漁業（5ｔ以上・5ｔ未満） 主要魚種水揚量・単価の推



 

 

美又温泉国民保養センターについて（報告） 
 

 

1 美又温泉国民保養センター浄化槽緊急修繕について  

 (1) 経過 

令和元年 6月 10日（月）浄化槽保守の定期点検において、浄化槽内部の外壁が

破損し周囲の砂が浄化槽内に落下しているとの報告を受け、確認の結果、以下のこ

とが判明し、緊急修繕を実施しましたので報告します。 

〇 破損により浄化槽機能が低下している 

〇 さらなる破損が起きると浄化槽機能が停止し、施設は休館を余儀なくされる 

〇 現状の破損状況であれば営業しながら修繕が可能 

（2）緊急修繕工事の実施 

修繕費用：1,653千円（予備費を充用） 

修繕期間：令和元年 6月 20日（木）～6月 30日（日） 

 

2 指定管理準備期間中の状況について 

  浜田市直営施設から指定管理施設への移行に伴い、指定管理者「西日本トータルサー

ビス株式会社」に業務引継ぎ等を以下のとおり行いましたので報告します。 

（1）地元等との調整 

3月  8日（金）NPO法人美又ゆめエイトと指定管理者との協議開始 

3月 25日（月）美又温泉旅館組合と指定管理者との協議開始 

6月 18日（火）産直出荷者への説明会 出荷者 52名中 35名参加 

(2) 営業免許取得等 

5月 16日（木）に営業免許等(旅館業、飲食店、公衆浴場、温泉利用等)の申請

手続きに必要な書類等について情報提供。 

  (3) 業務引継ぎに係る休館等について 

     6月 17日（月）からレストラン休業  

     6月 26日（水）から全館休館 

  (4) その他の状況 

4月 4日（木）広島 PRセンターと指定管理者との協議開始 

合宿予約や大手企業の研修会受入れが進行中 

6月 20日（木）保養センター窓口において宿泊受付開始 

6月 23日（日）美又温泉祭りにおいて、オープンチラシの配布 

令和元年 7月 1日 

産業建設委員会資料 

金城支所産業建設課 





 

 

 

浜田市ふるさと体験村施設に係る検討状況について【報告】 

  

浜田市ふるさと体験村施設（以下、体験村）の活用について、平成 31 年 3 月の浜

田市議会全員協議会で報告しました「浜田市ふるさと体験村施設に係る活用方針（案）」

に基づく検討状況を下記のとおり報告します。 

 

記 

 

1 基本的な考え方 

(1) 公益事業を体験交流事業等（体験交流、宿泊、公衆便所等）と整理 

(2) 公益事業に限り財政的支援 

(3) 収益事業への財政支援が無いため公募は困難、地元団体への指名を模索 

 

2 これまでの取組 

(1) 体験交流事業の構築 

  ア 「食」テーマに地域住民有志で活動中 

  イ アドバイザーとの意見交換 

(2) 指定管理者の模索 

  ア 複数の民間事業者と意見交換 

イ 収益性が見込まれないため厳しい状況 

 

3 今後の予定 

(1) 体験交流事業の構築 

  ア アドバイザーの助言を受けながら、体験交流メニューの開発 

(2) 指定管理者の確保 

  ア 地域住民による団体の新規設立も含めて検討 

  イ 指定管理者となりうる法人等に提案を求めるなどの事前調査（ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ） 

(3) 指名による指定管理の再開スケジュール（概略案） 

令和元年 9月議会 補正予算提案（債務負担、施設改修費） 

令和元年 11月上旬 仮協定締結 

令和元年 12月議会 指定議決 

令和 2年 4月  指定管理による運営再開 

 

令 和 元 年 7 月 1 日 
産業建設委員会資料 
弥栄支所産業建設課 



 

 

 

 

市道の廃止・認定の状況について  

 

市 道 台 帳 修 正 済 み 路 線  

（平成 30年 3月 31日までの告示分）  

路線数  延長（ｍ）  

3,572  1,537,305.9   

 

その後の廃止・認定  

  路線数  延長（ｍ）  

平成 30 年 6 月議会  
廃止路線  0 0   

認定路線  2 199.0   

 

  路線数  延長（ｍ）  

平成 30 年 9 月議会  
廃止路線  1 116.9   

認定路線  2 265.0   

 

  路線数  延長（ｍ）  

平成 30 年 12 月議会  
廃止路線  2 2,719.9   

認定路線  3  1,109.2   

 

廃止路線計  3 2,836.8   

認定路線計  7 1,573.2   

 

令 和 元 年 7 月 1 日 

産 業 建 設 委 員 会 資 料  

都市建設部維持管理課 



                                                           

 

 
 

 

 

 

1 事業目的 

当事業は、浜田城や外ノ浦北前船寄港地を紹介するため、御便殿をガイダンス施設

として整備する事業 

2 補正理由 

（1）工事費の増額に伴う事業費の調整 

①消火設備設置工事等の追加 

3 補正額  

20,000千円 

4 経 緯 

（1）当初予算では、当施設は、ガイダンス施設であり、建物用途については、「観光

案内所」ということで、通常の防火設備(火災報知器、消火器等)の設置を含めた整

備で事業費を予算計上していた。 

（2）その後、県から、建築基準法上、当施設の建物用途は「観光案内所」というより

も、特殊建築物である「展示場」にあたるため、スプリンクラーなどの自動消火設

備が追加で必要という指導があったため。 

（3）今回、自動消火設備等を設置するための工事費用 20,000千円を計上した。 

 

 

 

 

(仮称)浜田城資料館整備事業の補正予算要求について 

令 和 元 年 7 月 1 日 

産業建設委員会資料 

教育委員会 文化振興課 

都市建設部 建築住宅課 


